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福音書からのメッセージ 

イエスは答えて言われた。「はっきり言っ

ておく。人は、新たに生まれなければ、神

の国を見ることはできない。」 

  （ヨハネによる福音書 3章 3節） 

 

今日の福音書に登場するのは、ニコデモ

というファリサイ派の議員です。彼はユダ

ヤ人たちの指導的立場にあった人でした。

ある夜、彼はイエス様の元を訪ねます。 

ファリサイ派は聖書にたびたび出てき

ます。その意味は、「他と区別する者」、自

分は神さまに選ばれた者として正しい生

活をするという強い思いの中で生きてい

ました。そして正しくない者、罪人などと

は一線を画す、そういう人たちでした。 

ニコデモは夜にイエス様に会いに行き

ます。なぜ夜だったのでしょう。もしみな

さんがニコデモだったとしたら、いつイエ

ス様に会いに行くでしょうか。わたしがも

しニコデモだったとしたら、夜に会いに行

ったと思います。昼間だったら、仲間たち

の目があるかもしれないからです。「自分

は正しい」という気持ちが強ければ強いほ

ど、そのように思ってしまうのかもしれま

せん。また夜だから時間を気にせずに語り

合えるという理由もあるかもしれません。

ただニコデモは、イエス様のことを、「神

が共におられる」方だとして認識していた

ようです。 

イエス様はそんなニコデモに、三度同じ

言葉を繰り返します。「はっきり言ってお

く」。この言葉はこう訳してしまうと、イ

エス様の気持ちがきちんと伝わらないよ

うに思います。原語どおりに訳すとこのよ

うになります。「アーメン、アーメン、わ

たしはあなたに言う」。ここには「しっか

り聞いておけ、今から大事なこと言うぞ」

というイエス様の思いが感じられるよう

です。ではイエス様はニコデモに、何を伝

えようとされたので

しょうか。それは、「人

は、新たに生まれなけ

れば、神の国を見るこ

とはできない」という

ことです。 

「新たに生まれる」。

そう聞いて、ニコデモ

はもう一度赤ちゃん

として生まれること

を想像しました。確か

にそれは間違っていません。でもそれで十

分ではありません。というのも、この言葉

には、二つの意味があるからです。その一

つは「再び」。これはニコデモのイメージ

と通じるものがあると思います。そしても

う一つは、「上から」というものです。つ

まり「人は新たに生まれなければ」という

言葉は、「人は上からの力で生まれ直され

なければ」と読むことができます。上から

の力です。自分の力ではなく、神さまから

の力によって、生まれ変わるのです。 

今自分がもっている全てを捨て、手放し、

そして神さまにすべてを委ねる。そのとき

に神さまは、わたしたちを新しくして下さ

る。それがイエス様の伝えたかったことで

はないでしょうか。 

そしてその独り子をお与えになったほ

どに世を愛された神さまは、わたしたちす

べての人が、一人も滅びないことを望まれ

ています。その思いによって、わたしたち

は生かされているのです。 
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